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景観についての覚書

天然魚ならではの奥深さ

「富士山は、そこに人々の生活や文
化があるから富士山なのであって、そ
うでなければ、地球上の一突起物にす
ぎない」。瀬戸内海の島々を眺めなが
ら、以前にそのような言葉を耳にした
ことを思い出しました。

昭和９年（1934年）、瀬戸内海は、
九州の雲仙や霧島とともに日本で最初
の国立公園に指定されました。当初の
指定区域は、東の小豆島から西の鞆の
浦一帯の陸域や海域で、備讃瀬戸を中
心としたものでした。その後、昭和31
年（1956年）５月１日の第２次拡張に
よって、上島諸島及び魚島群島の島々
も瀬戸内海国立公園に追加指定されま
した。

瀬戸内海の景観は、先人の営みに
よって形成されてきました。自然景観
や人文景観といった用語があります

が、古来より人・モノの往来が盛んで
あった瀬戸内海は、それらの景観が重
なり合っています。海に近い島の集落
周辺のみならず、後背の山々にも人々
の生活の痕跡が見られます。

かつて、私は中部山岳国立公園が眼
前に広がる飛騨地方で生活したことが
あります。同じ国立公園でも瀬戸内海
と飛騨山脈とでは、その景観を目の当
たりにした時の心の襞の動きが、若干
異なるような気がします。しかし、私
にとっては、どちらも大好きな景観で
す。

塩田、段々畑、溜池、石切場等の生
業の景観は、それが別のものに変わっ
たとしても、現地でその証跡を確認で
きることがあります。それがフィール
ドワークの楽しみでもあります。

こんにちは、島おこし協力隊の吉田
です。ニュー魚島２から見える島々の
山景が変わり、秋が深まってきたこと
を実感します。「～の秋」とよく言い
ますが、やはり、実りの秋ということ
で「食欲の秋」が一番馴染み深く感じ
ます。

魚島に居ると、豊かな漁場に囲まれ
ているため、新鮮で今まで味わったこ
とがない海の幸を頂くことができま
す。

都市部でも同じ魚をスーパーで見か
けますが、魚島で食べるものとは、や
はり一味違います。魚は鮮度が大事だ
とつくづく感じました。

そんな美味しい魚が頂ける魚島です
が、お話を聞いたことがある漁師の方
は皆、魚が昔に比べ獲れなくなった、

油代が上がった、魚の値段が安くなっ
た等、取り巻く環境の厳しさを仰られ
ます。

養殖技術の進歩により養殖魚を安定
して供給できる環境が整ってきたこと
が、魚価低下にも繋がっているようで
す。両者一長一短がありますが、魚で
季節を感じ、時期や個体差で違う表情
が見える天然魚は、やはり魅力的に感
じます。

私ごとで恐縮ですが、９月をもって
島おこし協力隊を卒業いたしました。

１年前魚島に来て、今までとは違っ
た環境で、貴重な体験をすることがで
きました。協力隊として来ましたが、
今現在があるのは、たくさんの方に協
力頂いたからだと思います。本当にあ
りがとうございました。

ふるさと
上島学への招待
⑦

上島町教育委員会
有馬　啓介

傾斜地を利用したみかん園
岩城村役場『村勢要覧 い
わぎ』昭和49年　より
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運動会を実施
平成27年９月７日（月）に運動

会が行われました。雨天によ
り、１日順延しての開催でした
が、「咲きほこれ 体躯に秘めし 
桜花の魂」というスローガンの
下、青龍・紅鷹共にどちらの生
徒も一人一人が笑顔で一生懸命
頑張りました。運動会を終えて、
紅鷹グループ長の田中龍斉さん
は「皆で力を合わせて取り組む
ことができ、より一層友情を深

めることができました。紅鷹の
グループ長をすることができて
本当に良かったです。」と言っ
ていました。青龍グループ長の
津國晃一さんは「今年の運動会
では良い結果を残すことができ
て良かったです。応援だけ勝て
ませんでしたが、その他の総合・
競技・アーチは勝つことができ
ました。勝つことができたのも
３年生の皆、そして１・２年生
のおかげです。いい思い出にな
りました。」と言っていました。

卒業生座談会を実施
平成27年９月11日（金）に卒業

生座談会が行われました。昨年
卒業した先輩６名の高校生のと
きの学習方法や進路のこと、現

在の様子などを聞いたり、質問
したりしました。先輩方のお話
を聞いて２年生の大塚梓さんは

「先輩方の話を聞いて、自分の
進路のことについて深く考える
ことができました。先輩方の意
見を参考にして、勉強に励み、
将来のことを具体的に考えてい
きたいと思います。」と言って
いました。

国立モンゴル科学技術大学へ
国際交流訪問

平成27年８月18日～ 31日ま
で、本校の学生８名が国立モン
ゴル科学技術大学へ国際交流訪
問を行いました。

この交流訪問は昨年度に本校
とモンゴル科学技術大学との間
で研究・教育交流協定が結ばれ、
その一環として訪問したもので
す。

今回の訪問では、大学での講
義や実験に参加したほか、エル
デネ村のチンギス・ハーン像
テーマパークやモンゴルの民族
歴史博物館なども見学し見聞を
広めました。

参加した８名の学生にとって

国際的な視野を持った技術者と
して成長するための良い刺激と
なりました。

 

平成27年度商船学科卒業式
及び専攻科修了式を挙行

平成27年９月26日（土）、平成
27年度商船学科卒業式及び専攻
科（海上輸送システム工学専攻）
修了式が行われ、商船学科卒業
生24名、専攻科修了生３名は本
校を巣立ち、新たな門出の日を
迎えました。

式典では卒業・修了証書授与
が行われ、木村校長より「どの
ような事柄にも柔軟に対応でき
る多様性を持った技術者になっ
ていただくことを期待していま
す。」と式辞がありました。

そして商船学科卒業生による
恒例の「ごきげんようー！」の
掛け声の直後、全員の帽子が美
しく宙を舞い式典は終了しまし
た。

弓削高等学校　http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校　http://www.yuge.ac.jp/
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